
連結可能 Power Controller

SSBN Seriesは下記の Power Controllerと連結が可能です。

 Power Controller連結方法
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※ Mount Bracketは 90˚ Angle Typeのみ標準構成となります。
     (Straight Mount Bracket : Option) 

※ 高電圧電源印加時常用周波数による振動及び騒音が発生する可能性がありますが、

      製品及び性能に影響は有りません。
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安全の為の注意事項は使用者の安全を守り、財産上の損害を防ぐための内容です。
製品の取扱いにつきましては、付属の取扱説明書を良くお読みになりお取扱ください。

1 安全のための注意事項

2 パッケージ内容確認
 製品構成

       製品のパッケージには以下の製品構成物が含まれております。

＊ 本装置の改造および修理は絶対に行わないでください。感電・火災をはじめ、

      故障の原因となる可能性があります。修理が必要な場合、当社に連絡ください。

＊ 装置に水が掛からないよう注意してください。

      動作異常による感電・火災の原因となる可能性があります。

＊ メンテナンスの際は必ず装置の電源を切ってから行ってください。

     感電の危険があります。

＊ 装置の取付けの際には、確実に固定されているか十分に確認してください。

     転倒、落下、異常動作など事故につながる可能性があります。

＊ 装置の取付けの際には、周囲に最低限の空間を空けて取付けてください。空間を空け

     ずに取付けた場合は、メンテナンス不良などによる故障の原因となる可能性があります。

＊ 発火性物質や引火性物質などと同じ場所で使用しないでください。

     本装置は防爆型ではありません。

＊ 本装置は一般産業用電子機械として設計・開発されました。装置は必ず接地してくだ

     さい。接地しない場合は感電の危険があります。

＊ 電源が印加された状態では放電針及び端子部分などに触らないでください。

     感電や異常動作の原因となる可能性があります。

＊ 放電針の先端は鋭く尖っていますので、取扱いには十分注意してください。

＊ 電源連結前に製品の電源仕様を確認してください。

     指定された範囲以上の電源入力時製品の故障及び事故の危険があります。

＊ 電源ケーブル・通信ケーブルなどの各種ケーブルは断線などに注意してください。

     装置の電源ケーブルおよび通信ケーブルが損傷している場合は交換してください。

     交換せずにそのまま使用しますと漏電や通信不良による異常動作の原因となる可能性

     があります。

＊ 決められた使用方法以外の用途で使用しないでください。使用範囲以外の用途で使用

     されますと、製品の故障や寿命を縮める原因など予想外の問題が起きる可能性があります。

＊ イオナイザーはオゾンを発生します。(0.05ppm以下) オゾン臭を感じた場合は必ず換

      気してください。

＊ 装置取付け時や輸送時には、イオンバーが歪み破損する場合がありますので、十分注

      意してください。

追加製品構成 (Option)
     基本製品構成以外の追加的機能のため、以下の項目を別当購入可能です。

3 各部の名称

4 取付及び連結
 取付の要領
装置を取付ける前に、装置と帯電物の距離や除電時間について十分に検討してください。

      イオンバーの取付け時には次の事項に注意してください。

基本設置

a. Mount Boltのみ利用した設置
    スライド方式の M4 Mount Boltを利用し固定してください。設置場所に合わせ M4 
    Mount Boltを切って長さを調整することができます。製品の転倒、落下、振動により
    異常動作する可能性があるため、製品を確実に固定してください。

b. 90˚ Angle Type Mount Bracketを利用した設置 (Standard)
    Bracketの固定位置を決めスライド方式の M4 Mount Boltを利用し、Mount Bracketを
    固定してください。設置場所に装置の設置位置を決め 90˚ Angle Type Mount Bracketを
    M4規格のボルトを 利用し固定してください。製品の転倒、落下、振動により異常動作
    する可能性があるため、製品を確実に固定してください。

c. Straight Type Mount Bracketを利用した設置 (Option)

    Bracketの固定位置を決めスライド方式の M4 Mount Boltを利用し、Mount Bracketを固

    定してください。設置場所に装置の設置位置を決め Straight Type Mount Bracketを M4

    規格のボルトを利用し固定してください。製品の転倒、落下、振動により異常動作す

    る可能性があるため、製品を確実に固定してください。
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SSBN Seriesモデル別設置ボルト / 設置ブラケットの付属数量

SSBN Seriesは全部で 14種類の標準モデルとして取り揃えております。装置固定用の設置
ボルトと設置ブラケットが付属しております。モデル別付属数量は次のようです。

基本設置距離

周囲に導電性物体がある場合

イオンバーの取付けの際、周囲に導電性物体がある場合は正常な動作をしない場合があ
ります。下記イラストを参考に取付けてください。

並列設置

イオンバー同士の干渉が無い様、装置の間隔を最低 40mm以上離して取付けてください。

垂直設置

イオンバー同士の干渉が無い様、装置の間隔を最低 40mm以上離して取付けてください。

* 指定された Power Controller以外の製品は連結しないで下さい。
   製品故障及び異常動作の原因となります。

放電電極
イオンを発生し静
電気を除去します。
(22mm間隙)

H/V Cable(4m)
高圧ケーブルを
保護する
チューブです。

H/V Cable Connector
コントローラ側に差し
込まれるイオンバーの
連結端子です。

固定用設置ボルト
スライド方式の設置ボルトで
設置ブラケットを固定します。

対向電極 (接地電極)
放電電極から発生する
イオンを誘導します。

接地ボルト
対向電極の接地が可能です。
スライド方式になっており
取付が容易です。 

固定物体
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※ デザイン及び製品仕様は品質向上のため予告なく変更される場合があります。

*  高圧ケーブルおよびその被服が損傷されないように配線に注意して
    ください。
*  H/Vケーブルは弊社にて製造しました特殊ケーブルですので、
    市販のケーブルでは代替できません。
*  H/Vケーブルの周りに交番高電界ができるため、 信号線などに悪影
    響を与えることがあります。ノイズなどの影響が心配になる場合は
    最低 200mm以上、なるべく離して配線することを推奨します。
    また、周波数位相および出力電圧の差がある 2個以上のパワーユニッ
   トを使用の際には、H/Vケーブルを一緒に配線しないでください。
    製品寿命短縮の原因となります。

配線用のケーブルサポート(Option)

- メーカーおよび型式：コダクト/KC-10B
- サポート使用の際にはケーブル 300mmおきで取り付けてください。
- サポート固定には M4ボルトの使用を推奨します。

 H/V Cable連結

M4ボルト

KC-10配線用のケーブルサポート

＊ 本製品は高電圧を使います。メンテナンス時まず主電源を落として

     ください。感電、事故の原因になる恐れがあります。

＊ 放電針はすごく鋭いです。放電針に指など身体を直接接触しないで

     ください。怪我の恐れがあります。

メンテナンスは性能維持のため重要な項目です。下記の説明をよくお読みになり、

定期的なメンテナンスを行ってください。放電針の寿命は使用環境によって変わります。

湿度が高かったり埃が多い環境でご使用の際または放電針の清掃/交換を怠った場合は、

性能が落ちる原因となるため定期的なメンテナンスが必要です。

5 メンテナンス

•  ブラシ掃除：週 1回 (168時間使用時)
•  アルコール掃除：3ヶ月に 1回 (2,160時間使用時)

放電針の掃除
使用環境により放電針の汚染程度が相違ですので、

      接地環境の管理基準に合わせ放電針掃除周期をきめてメンテナンスしてください。

清掃の手順
     a. 掃除の前に必ず Controllerの電源を Offさせます。

     b. ナイロンブラシ及び圧縮空気を利用してパティクルや異物を除去します。

         (口腔用ブラシ使用可能)ただし、Clean環境では無塵布を使用してパティクルを除去し

         てください。

     c. インク、油などの脂溶性物質で汚れた場合、または 3ヶ月(2,160時間使用時)に 1回の

         周期で純粋なメタノールまたは純粋な IPAを Wiperに少量塗った後絞って拭きます。

         その後完全乾燥させます。

     d. 洗浄が終われば Controllerの電源を Onさせます。

     e. 管理記録ファイルに洗浄記録を残してください。

 正常動作の確認
     Arcking Testで装置が正常に動作しているかどうかを確認します。[ Test周期 : 随時 ]

     a. コントローラの電源を Onにします。

     b. 絶縁の取っ手のある金属のドライバーを用意します。

     c. ドライバーの金属部分を接地してください。 

         放電針の約 3mm程度近接してください。

         正常動作は下記の表を参考にし判断してください。

Arcking なし
バーまたはコントロー
ラの修理/交換

バーやケーブルの
絶縁劣化または
コントローラの故障

バーの交換バー内部の絶縁劣化故障

正常

故障

--
約 2~3mmの白く細
いArcking

約 5~8mmの強く赤
いArcking

種類 Arcing 対応原因判定

7 外形図

製品が
動作しません。

Controller電源ケーブルが抜けてま
すか。

電源ケーブルを入れてから
再動作させてください。

使用範囲外の電源が入力されていま
せんか。

使用範囲の電源を入力してくだ
さい。(AC 100~220V, 50/60Hz)

Controller後面の電源スイッチの状態
を確認してください。

電源がOffになっている可能性
があります。

除電されません。 設置場所の温湿度が使用環境に合わ
ない可能性があります。

使用範囲の環境を確認し、
設置します。

除電性能が
低下されました。

接地されてますか。
[ 設置及び連結 ] 項目を参照し
て正しく接地します。

各種 Cableが断線されたり
損傷されたりしていませんか。

断線されたり損傷された Cable
を同一仕様に交換します。

放電針が汚染されている可能性があ
ります。

[ メンテナンス ] 項目を参照し
て放電針を掃除します。

症状 確認事項 措置事項

故障申告前各種確認事項

6 問題の解決

8 仕様

ケーブル基本長

SSBN-120~900

SSBN-1100~1900

SSBN-2100~2700
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